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令和７年 ５月 ２２日  

 

学校名 鈴鹿市立鈴西小学校    

 

学校長名  三浦 靖樹        

 

令和７年度 校内研究実施計画書 

１ 研究主題及び教科 

「対話を通して、主体的に粘り強く課題に向かい解決していく子の育成」 

教科・領域：算数科 

２ 主題設定の理由 

（１）昨年度までの研修について 

本校の児童は、穏やかで優しく、指示やルールをよく守り、与えられた課題に対して一生懸命取

り組もうとする子どもたちが多い。一方、ルールを曖昧にしたり、与えられた課題に対し、粘り強く

取り組んだりすることができない子どももおり、集団になると全体の雰囲気がその子どもに影響さ

れる弱さがある。算数科においては、自ら問いをたてたり、課題を見つけたりする力が弱く、日常

生活や授業の中でも、主体的・対話的に学ぶ姿がしっかりできているとは言い難い状況である。

また、児童数の減少に伴いクラス替えが行われることが無くなり、人間関係の固定化が起こり、い

ろいろな人と関わる機会が減っている。学習と人権教育の両面から子どもたちの課題を捉えてい

くことが、今後益々大切になってくるだろう。 

本校は２０２４年度より、算数科を切り口に、「自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら判断して行動

し、よりよい社会や人生を切り拓いていく児童の育成を目指して」と研究主題を設定して校内研

究を推進してきた。 

自ら学ぶ姿を目指すため、まず課題提示の方法を工夫した。次に、自力解決の時間を確保し、

課題に取り組むことが難しい子どもたちも意欲的に取り組めるよう、ヒントカードなどを準備した。

自力解決では、既習事項を活かして見通しをもてるような時間とした。その後、考え方を子どもた

ちそれぞれが自由に尋ねていける授業づくりを行った。このような手立てをうつことで、子どもたち

一人ひとりが自主的に興味・関心をもって授業に臨む姿が見られるようになってきた。子どもたち

が自由に考え方を交流する際には、言葉だけでなく、具体物を使ったり、図に表したり、ICT を活

用したりした。ICT の活用についても、工夫を重ねた。自分の考えを画面上で操作しながら、説明

できるようにしたり、全員の考えを比較、検討したりしやすいよう見せ方の工夫も行った。このよう

な工夫を行うことにより、言葉だけでは伝えることが難しい子でも、具体物や ICTを操作しながら

見せることで、わかりやすく伝えることができた。このことが伝える安心感となり、積極的に自分の

考えを発信しようとする姿につながっている。 
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また、自ら判断し行動できる子を目指すために、ペアやグループ活動を取り入れ、どの子と学ん

だら、よりよい学びになるかを考えさせたり、解決方法を複数用意し、どの方法で学習するとよい

かを考えさせたりすることで、課題を解決するための手段を自分で見つけようと意識できる子ども

たちが増えた。 

 しかし、仲間の考えを聞いて、自分の考えを深めようとすることができなかったり、答えを教える

ことが伝え合いと考えてしまったりする姿もある。また、粘り強く説明したり、聞いたりすることを諦

めてしまい、基礎基本の理解につながっていかない姿も見られる。 

 このようなことから、今年度は、研究主題を「対話を通して、主体的に粘り強く課題に向かい解決

していく子の育成」とし、仲間と関わり合いながら、課題を解決する体験を重ねることにより、自分

に自信をもち、意欲的に学習に取り組み、基礎的な学習理解ができる子どもを育成しようと考え

た。 

研修主題の言葉である「対話」「主体的」を具体的な子どもの姿として共通理解する。 

低 中 高 

・わからないと仲間に伝える 

・考え方を仲間に伝える。 

 

・何がわからないかを伝える。 

・相手のことを考えて、考えを伝える。 

・仲間の考えを比較しながら話し合う。 

・問題の解決に向けた疑問点についてたず

ねる。 

・仲間の考えから、よりよい考え方を比較、

精査しながら話し合う。 

・相手の疑問に応じて、適切と思われる考え

方を、算数科のキーワードを使って説明す

る。 

 

低 中 高 

・学習する内容をわかっている。 

・学習の準備が整っている。 

・授業中に挙手し、考えを伝えようとしてい

る。 

・わからないところをわからないとつたえるこ

とができる。 

 

・既習事項をもとに考えようとしている。 

・自分で課題を設定しようとする。 

・振り返りができる。 

・諦めずに何度も挑戦できる。 

・担任の指示の前に、行動できる。 

 

・予習や復習の必要性がわかっている。 

・自主学習ができる。 

・既習事項を活かして、よりより方法を選択

することができる。 

・自分に必要な学習や苦手なところがわかっ

ている。 

・2 人以上の仲間の考えを理解して、比較、

精査し、自分の疑問に合致するものを選択

できる。 
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３ 研究内容及び方法（今年度の取組） 

３．１ 研究構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 

仲間と関わり合いながら確かな学力と人権感覚を身に着け、たくましく生きる子の育成 

【めざす子ども像】 

・確かな学力を身に着ける子 

・人権感覚を身に着ける子 

・たくましい子 

【研究主題】 

対話を通して、主体的に粘り強く課題に向かい解決していく子の育成 

【研究目標】 

① 算数科において、対話を通して、主体的に

粘り強く課題に向かえるような指導内容や

指導方法を探求する。 

② ICTを活用した効果的な学習方法、基礎基

本の定着を図り、確かな学力向上に繋がる

指導・手立てを検討する。 

【めざす子どもの姿】 

① 自分の思いや考えを主体的に伝え合うこと

ができる子 

② 習得した知識・技能を積極的に活用しよう

とする子 

③ 粘り強く問い続け、より良い考えを導こう

とする子 

【主な研究内容とその手立て】 

（１） 対話を通して、主体的に粘り強く課題に向かう子の育成を目指した取組 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学力向上に向けての取り組み 

① 課題の工夫 

 

 

② 対話を通して 

 

 

③ 選択する力 

 

 

④ ICTの活用 

 

 

①読書活動の充実       ②家庭学習の取組    ③チャレンジタイムの取組 

 

 

④全国学力学習状況調査の分析 ⑤非認知能力の育成 ⑥読む-書くワークシート活用 
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３．２具体的な取組 

（１）研修主題に向けての取組 

① 課題設定の工夫 

「ひみつを探ろう」「解き明かそう」など、既習事項を活用しながら探求心が高まるような課

題設定を考える。また、課題と前時までの学習をつなげることができるような導入を考え、授

業を展開していく。そうすることで、スムーズに展開につなげていける。また、ひとりで考えるこ

とが難しいときのヒントとなる。教科書の課題が身近な生活につながるような課題となるよう

工夫する。これらの課題の工夫が主体的に学ぶ姿につながっていく。 

 

② 対話を通して、学習を進める 

子どもたち一人ひとりが自分の知りたいことに応じて活動できるように、ペアやグループ活

動を適宜取り入れる。また、考え方などを対話しながら学習を進めていけるよう授業づくりを行

う。対話しながら学習することで、協働的な学びとなる。この学びが児童同士の相互理解につ

ながる。このような環境が整うことで、子どもたちの意欲が増進する。 

 

・わからない・間違いを大切にするクラスづくり 

   学級全体が、間違いを受け入れてもらえる環境であることが必要である。考えが違ったとき

の児童の反応や、問題を間違えてしまった児童への教師の反応など、日頃の授業の中で心理

的安全性を意識して学級づくりに取り組んでいく。また、間違いから新たに気づけることがあっ

たり、学びが深まったりしていけるような授業展開をすることが必要である。また、グループ活動

を取り入れることにより、わからないが言いやすい環境づくりを意識している。 

 

 ・対話のルール 

   対話を通して学習を進めていくためには、対話のルールや話型の提示などを丁寧に指導して

いく必要がある。ルールは次の通りである。「相手の話は最後まで聞く。」「相手の意見を否定し

ない」などである。また、グループでの対話では、それぞれの考え方を伝えるだけでなく、「似て

いるところ」や「違っているところ」のように考え方を比較したり、精査したりなど視点をもって話

し合えるように指導していく。 

 

③ 選択する力 

・課題解決の選択 

  課題を解決するための方法をいくつか選択できるような授業づくりを行う。また、考えを説明

する際にも、説明方法を選択できるようにする。一つの答えを導く際に、様々なアプローチの仕

方があり、考え方を伝える際にもいろいろな方法があることを学ぶことができる。また、考えの違

う子、考えが似ている子、よく理解している子など、誰と学ぶかを自分で選択できるようにして

いる。 
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④ ノートの書かせ方 

   既習事項を活かすために、考え方やわかったことを記録に残し、いつでも振り返られるよう

なノートをつくっていく。見やすく、大切なところが一目でわかるノートづくりを目指していく。 

 

⑤ ICTの活用 

    ICT を効果的に活用することにより、考えを可視化することができる。授業でどのような使

い方ができるのか、どんなアプリが役立つのかなどを研究し、共有することで、個別最適で協

働的な授業を探求していく。そのためにも情報担当教員を中心に研修会などを開き、職員の

タブレット活用能力の向上を進めていきたい。 

 

（２）学力向上に向けての取組 

① 読書活動の充実 

・毎朝、モジュールで読書の時間を確保し、取り組む。 

・週に１回程度、図書館で本を借りる習慣づけを各学級で工夫する。 

・読書ボランティアによる読み聞かせを実施する。 

・家庭学習の強化週間として読書活動を推進する。 

・図書委員による読み聞かせを計画する。 

・図書まつりを年間２回実施し、児童の読書に対する意欲向上を図る。 

・おすすめ本として各学年に指定図書を紹介し、完読した児童への表彰を計画し、読書への意

欲向上を図る。 

 

② 家庭学習の取組 

  ・家庭学習の手引きを保護者へ配布し、家庭学習の意義や家庭での取り組ませ方、時間の

目安等を保護者に周知することで、学校と家庭が一体となった学力向上の取組を推進する。 

  ・各学年の目安学習時間を確保する課題を設ける。毎日、国語・算数・音読を基本とする。 

  

③ チャレンジタイムの設定 

  ・月に２回、金曜日に短縮日課を行い、金曜日の７限目を確保する。チャレンジタイムとして、

低学力の児童への支援を重視した時間を設ける。 

 

④ 全国学力・学習状況調査及びみえスタディチェックの分析 

   昨年度の学力学習状況調査の結果から見えてきた本校児童の課題は以下の通りである。 

・問題文の記述が長くなったり、図や絵での情報がなかったりすると自分でイメージしにくい。

問題文を読み取ることができない。 

→課題理解を丁寧に行う。問題文の読み取りに、具体物を使って表したり、図に表したりなど

して理解させる。読む・書くワークシートを活用する。 

・立式の説明が苦手である。図や式を言葉で説明することができない。 

→式が表す意味を理解していないこと多いので、式の数字や記号に合わせて、それが表す単
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位などを言葉の式で書かせたり、図や数直線を使ったりして、自分の考えを説明する機会を

増やす。 

・分数の仕組みが理解できていない。 

・速さを求める除法の式と商の意味を理解できていない。 

→苦手な単元を把握し、何度も繰り返し演習を行う。 

 

⑤ 非認知能力の育成 

非認知能力について職員で共有するために校内研修を行う。事前アンケートの結果をもと

に、授業の計画を立てるようにする。評価の方法として、振り返りの項目の中に、非認知能力

に関係する項目を用意し、子どもたちに振り返らせる。学期や年度末にアンケートを行い、事

前アンケートと比べ、変化をみていく。 

授業の中で、鈴鹿市版「非認知能力」にある、やりぬく力、自制心、自己肯定感、社会性を

はぐくむために、教師と児童がその価値を共有し、授業の中で意識付けていきたい。例えば、

振り返りの中で、めあてに対する振り返りだけでなく、上記にあげた４つの非認知能力につい

ても振り返らせる。 

 

４ 年間研修計画 

月 
研修内容 

４月 
・研究主題、めざす子ども像など本年度の方向性の検討・決定 

・学年の取組の計画、年間カリキュラムの作成 

・たてわり班の作成 

・思考スキル 

５月 
・指導案の書き方の提案 

・学力調査、スタディチェックに係る取組 

・チャレンジタイム（30日） 

６月 
・校内研修会授業研究 （２７日） 

・チャレンジタイム（１３日・２７日） 

７月 
・チャレンジタイム（１１日） 

・児童アンケート検討 

８月 
・中学校区研修会 

・２学期研修・2学期からの研修について 

・人権レポート研修会 

・他校研究会や研修会、鈴教研への参加 

９月 
・校内研修会授業研究（２５日） 

・チャレンジタイム 
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１０月 
 

１１月 
・校内研修会人権授業研究 

・校内研修会授業研究 

・チャレンジタイム 

１２月 
・チャレンジタイム 

・児童アンケートの実施 

１月 
・チャレンジタイム 

２月 
・チャレンジタイム 

３月 
・今年度の成果と課題について 

・次年度に向けて 

 


